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□ごあいさつ

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．事業所や車両の省エネに努め、CO2削減を図ります。

３ ．自社の廃棄物の削減や受託廃棄物の再資源化に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

5 ．リサイクル活動を推進し顧客満足度の向上を図る。

6 ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

７ . 廃棄物収集運搬業の付加価値を高め、誇りが持てる会社にしていく。

８． 一般客向けの事業拡大を行う。

1966年から営んできた廃棄物処理業を通じ、地球温暖化問題への取り組みや、地域の環境活動に対
し、自主的・積極的に取り組んでまいります。また、安全運転を第一とし、お客様に安心してお任
せ頂ける廃棄物処理業者をめざし、収集効率の高い業務を行い、リサイクル活動の推進はもちろん
の事、最新の情報をお客様に提供し、最善の環境対策を考え実行し、従業員一丸となって継続的に
改善活動に取り組んでまいります。

代表取締役社長

環境経営方針

制定日： 2018年8月2日

桝岡　隆

地域の環境美化に貢献して早50年が経ちました。これまで営んで来れたのも偏に弊社をご利用下
さいました、得意先様と弊社に関わる皆様方のおかげだと感謝しております。廃棄物処理を営む
会社として、エコアクション21に取組むことによって地域環境の改善・保護に尽力し、地球環境
にも目を向けてまいりたいと思っております。又、その取り組みによって弊社のブランド力を強
化し、さらなる発展を目指したいと考えております。

私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社マスオカ
代表取締役社長 桝岡　隆

（２） 所在地
本　　　社 兵庫県神戸市長田区六番町2丁目１－２７
積替え・保管施設兵庫県神戸市長田区苅藻通7丁目１

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 統括部長　　　　大野　宏　　 TEL：080-3524-8669
担当者 営業課長　　　 谷山　勲　　 TEL：080-3529-1208

（４） 事業内容
一般廃棄物及び産業廃棄物の収集運搬

（５） 事業の規模
法人設立
資本金 万円
売上高 万円

名 名 名
㎡ ㎡ ㎡ ㎡

受託した産業廃棄物の処理量
ｔ
ｔ

パッカー車 台
フックロール車 台
アルミバン車・軽車両 台
重機類 台

合計 台

積み替え保管施設

㎡ ㎥
㎡ ㎥
㎡ ｍ

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社マスオカ
対象事業所： 本社

積替え・保管施設

対象外： なし
活動： 一般廃棄物及び産業廃棄物の収集運搬

保管面積 保管上限
一般廃棄物積替え保管 2.5

収集運搬量（産業廃棄物） 2,532

6

車両台数

2022年10月10日

収集運搬量（一般廃棄物） 4,426

産業廃棄物積替え保管

名称

18

4

2.3

3
18

8.86 34.3

従業員　　　　　 15 3無人

車種

延べ床面積　　　 430 88 314 832

1000
31239
本社 車両置き場 積替え保管 合計

台数

備考

1993年12月8日

備　　考
6t車3台　4t車1台　3t車2台
4t車4台　2t車1台　4t用コンテナ60台　2t用コンテナ3台

2tアルミバン車1台　軽ダンプ車1台　軽ワゴン車1台　軽トラック車１台

フォークリフト2台　ユンボ1台

5
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家庭生活に伴って排
出される一般ごみ

家庭系一般廃棄物 事業系一般廃棄物 産業廃棄物 特別管理産業廃棄物

家庭用指定袋を使っ
て分別排出。わから
ない事は神戸市環
境局へ

事業活動に伴っ
て排出される一
般廃棄物

商店や事務所、飲食店、工場や倉庫、
ホテル病院、農業者、漁業者など営利を
目的として事業を営む方だけではなく、
宗教法人や学校、官公署や各種団体か
ら排出されるごみも含まれます。また、
引っ越し等で多量に出た生活ごみも含
まれます。

建設廃材、食品工場
の食品残渣、木製パ
レットその他、廃棄物
処理法にて定められ
た20品目の廃棄物

医療系廃棄物であっ
て、血液等の体液が
付着した感染性廃棄
物

事業系指定袋を使
用して分別排出

排出方法はご相談
ください

専用の容器を使用して
排出

マスオカが適正処理します。

【廃棄物の分類】

廃棄物 産業廃棄物

特別管理産業廃棄物

一般廃棄物 家庭系一般廃棄物

事業系一般廃棄物

特別管理一般廃棄物

【廃棄物処理の流れ】

一般廃棄物 お店や事務所など

家庭ごみ 事業系ごみ
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□事業の紹介

■許可内容

金属商

廃油
廃プラスチック類

繊維くず大阪府産業廃棄物収集運搬業

燃え殻

廃アルカリ
繊維くず

動植物性残渣

動物性残渣
金属くず

ガラスくず

可燃・粗大(不燃)・資源
神戸市一般廃棄物収集運搬処理

業（積替え・保管を含む）

廃油
廃酸

2021/6/13

ガラスくず・コンクリートくず
及び陶磁器くず

（石綿含有産業廃棄物を除く）

がれき類
（石綿含有産業廃棄物を除く）

2026/9/25

2026/6/12

事務機器類
機械工具類

第02855015489号

書籍
金属くず

兵庫県特別管理産業廃棄物
収集運搬業

感染性産業廃棄物

兵庫県産業廃棄物収集運搬業

紙くず
木くず

汚泥
廃油
廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類
（石綿含有産業廃棄物を除く）

許可種類

神戸市産業廃棄物収集運搬業
(積替え・保管を含まない）

汚泥

⮞産業廃棄物処理.

ガラスくず・コンクリートくず
及び陶磁器くず

（石綿含有産業廃棄物を除く）

紙くず
木くず神戸市産業廃棄物収集運搬業

(積替え・保管を含む） 金属くず

水銀使用製品産業廃棄物を含む

2021/10/1

許可年月日

動植物性残渣
ゴムくず
金属くず

紙くず
木くず

繊維くず

廃プラスチック類
（石綿含有産業廃棄物を除く）

許可品目 許可番号

第12号

第6910015489号

第02805015489号 2019/3/3

がれき類
（石綿含有産業廃棄物を除く）

ゴムくず

第1151600006号

第02700015489号

第631151300008号

2020/1/27 2025/1/26

がれき類
石綿含有産業廃棄物を含む

古物営業

汚泥

2021/9/26

道具類

2024/3/2

有効期限

2023/9/30

事業系一般廃棄物の収集はもちろんのこと、家庭で不要になった粗大ゴミや引越しの際に出た廃棄物も処理しております。

工場や倉庫で多量に出た廃棄物の処理を品目によって処理方法を検討し、お客様のニーズにあった廃棄を行っております。

大型病院から個人病院まで、医療行為によって発生した廃棄物を専用ケースに入れていただき、処理を行っております。

リサイクルの第一歩と言っても良い、紙の再資源化回収です。循環型社会の構築には欠かせないものだと思って処理を行っ
ております。

⮞医療系廃棄物処理.

⮞段ボール・古紙回収理.

■収集運搬業
⮞一般廃棄物収集
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更新日：

（認証登録範囲）

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・試行・訓練を実施、記録の作成

部門長

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営方針の策定・見直し

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

環境管理責任者

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・環境経営レポートの確認

・環境経営に関する統括責任

全体ミーティング

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命

代表者（社長）

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐、全体ミーティングの事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

環境事務局

全員

環境事務局

古原　希子

環境管理 責任者

全体ミーティング

2022年10月10日

役割・責任・権限

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

□環境経営組織図及び役割・責任・権限表

統括部長大野　宏

代表者

社長 桝岡　隆

事務部 営業部

桝岡 隆
収集運搬部

大野 宏
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□主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

トン

トン

㎏

㎏
㎏
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh

□環境経営目標及びその実績

✕

✕

✕

✕

✕

〇

□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2017年

2021年

218,983

513

674

0

220

kg-CO2

廃棄物排出量 650 661

※再資源化分を含む

96%

2021年

2,467

508

610

7,498

2,532

845

287

0.389

受託一般廃棄物量 4,935 4,796 4,426

受託産業廃棄物量 2,471

水使用量

（目標）

95%

都市ガスによる二酸化炭
素削減

524 605534

734 719 610

自動車燃料による二酸化
炭素削減

kg-CO2 218,953 214,574 248,186 212,384 210,195
97%基準年度比 2017年 98% 113%

216,725kg-CO2 225,761 221,246 256,289

一般廃棄物の削減
kg

97%2017年基準年度比
水道水の削減

1,4431,707
1,222

１１月１０月 １２月

%

・不要照明の消灯

1,655

・クールビズの実施 ○
○

品目調査 なし

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○

（金額率）

1,395 1,290
1,251

2,122

目標設定

96%

705

96%

（目標）

712

1,218

行動目標（次項による）

1,3491,386 1,277

数値目標 × 今年の電気使用量の高騰は、２階部分の使用と換気のための窓の開
け閉め、外気温の気温差が激しくなった事が要因かと思います。また、
仕事量の増加や従業員の滞在時間の増加も要因に考えられます。今
後は、扇風機や小さな電気ストーブなどの省電力な家電製品を使用し、
節電を心がけてまいります。

（基準年)

2017年 98%

1,2221,121 1,389 1,737 1,482
1,890

基準年度比

電力による二酸化炭素削
減

kg-CO2 6,274

97% 96%

３月

・節電啓発表示の設置

８月７月
1,545

○

1,312
1,160

（目標）

6,023

環境に配慮した収集運搬

130%

上記二酸化炭素
排出量合計

６月５月４月

211

1,819

㎥

２月１月

1,556

９月

1,867

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

98% 83%

基準年度比 2017年 98%

　産業廃棄物排出量 0

評
価

項　目

二酸化炭素総排出量 242,382 244,755 256,289

目標設定

213

113%

120%

（実績）

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

　一般廃棄物排出量 650 661

97%

216

0

2019年

基準年度比

2020年 2021年

769

96%

6,148

2017年 98%

674

2023年2022年基準値

リサイクル品の販売金額の向
上

6,086

(株)フォーバルテレコム【A0473】
調整後排出ガス係数0.389（R2年実績）

0

1,000

2,000

3,000

電力（kWh） 2017年 2021年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2017年

2021年

取組紹介欄

2017年

2021年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2017年

2021年

コピー用紙の削減

取組紹介欄

2017年

2021年

３月

１１月 １２月 １月 ２月

0 10 13 0 10
5

8,261 6,640 6,910
6,431 6,431

・分別の徹底 ○

7,036
１０月 １１月

27 24

１２月 １月 ２月

4 0 0

・素材別ボックスの設置 ○

20

・作業ミスによる廃棄量の削減 ○

１０月

達成状況

23 24
18 19

数値目標

31

達成状況

7,196 7,141
6,133

550

7,790 7,197

６月

7,521 7,832

466
569

３月 ４月

４月 ５月

7,348

５月

１２月 １月 ２月

6,062 6,755

１２月 １月 ２月

数値目標

362

３月 ４月 ５月 ６月１０月 １１月

514 542 620 420

・エコドライブの推進

490 402

8,080

１０月 １１月

数値目標 ×

421 353607

毎日のごみ量が増加しているのでしょう。吐出してどこかが増加している
事もなく、目を見張るほど増減していないと思われますので、分別をしっ
かりして頂き、このまま続けてもらうように指導してまいります。

7,277

○

達成状況

７月 ８月

７月

380 406

×

９月
448

292

今年度の収益は大幅な増収となっています。仕事量の増加と燃料の使
用料の増加は比例しています。だから仕方がないとは言えませんが、少
なからず結果には出てしまします。だからと言って気を緩めずエコドライ
ブを心がけ、安全な運転を行ってもらいようこれからも指導してまいりま
す。

495 394

７月

401

・再収集の削減 〇

7,656

364 482

6,938

〇

取組結果とその評価、次年度の取組内容

28

20

８月 ９月

８月 ９月

6,539 6,515 6,512

0

6,061

473 561

取組結果とその評価、次年度の取組内容

18

６月

・効率的なルートで配送

0

予定よりも削減できたことはとても喜ばしい事です。今年はシステムを導
入したので電子契約や電子領収証を使用して削減してまいりたいとおも
います。

29

20

エコドライブのすすめ10の確認

エコドライブのすすめ10の確認

５月

4

○

0 12

17 18 18

10 0
28

３月 ４月 ６月

18 23
25 20

0
0 0

15

20
８月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

5

18

９月７月

19 28
18 17

0

200

400

600

800
ガソリン（L) 2017年

0

5,000

10,000
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水道水の削減

取組紹介欄

2017年

2021年

環境に配慮した収集運搬

取組紹介欄

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

大阪府条例（流入車規制）

□外部からの環境上の苦情・要望等
2021/10/1～2022/9/30までの期間についても苦情等一切ありませんでした。

フロン排出抑制法 業務用空調機

道路運送車両法

・洗車手順書の作成
・節水シールの貼り付けとポスター掲示

98 0 98 0
３月 ４月 ５月 ６月 ９月

収集運搬業にかかる許可、積替・保管、契約書、マニフェスト交付等の遵守

0 89

消防法（危険物） 危険物の保管

8976 0

〇

〇

収集運搬車 (R4年4月廃止)

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

・作業開始前の車両点検 ○ 燃料代の高騰と消費量の増加によって、経費が高くなってきてます。少
しでも軽減できるよう。エコドライブの講習を続けて、意識を高めるよう指
導してまいります。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

適用される法規制

・積み残しの削減 〇
・車両の清掃

業務用空調機（本社）フロン排出抑制法
指定可燃物の保管消防法（危険物）

車両の大きさ・重量、乗車の保安基準

〇

道路交通法 車両の大きさ・重量、通行制限

下水道法 排水基準、除害施設
水質汚濁防止法 車両洗浄設備

〇

・エコドライブの推進（燃料使用量は別項目

○

１０月 １１月

0
0

廃棄物処理法

達成状況

0 86
142135 0 136

１２月 １月

数値目標

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

0
２月 ８月

素晴らしい結果となりましたが、車両の洗車をしっかりと出来ていないの
かもという不安も出てきました。しかし、節水ができたことは喜ばしい事
だと思います。

125 0
７月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

2022年10月1日

2022年10月1日

0138 0 132

0

50

100

150 水道水（㎥） 2017年
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□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：車両置場
■参加者： 全社員 ■実施内容：

・通報訓練、消火訓練、避難訓練
■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

代表取締役　桝岡　隆

2022年10月1日

横断歩道歩行者優先宣言についてセミナーに参加

パッカー車の火災原因としてモバイルバッテリーの発火が取り上げられています。その他の発火の恐れがある物は積み
込まないように積込み作業時には十分確認するよう指導しました。

□代表者による全体の評価と見直し・指示
今年度は過去最高の売り上げとなりました。これも従業員のみんなが日々努力してくれたおかげだと思っています。
多忙な中でも、節水やペーパーレス化への努力は素晴らしいと思います。また使用料の上がった電気や燃料につ
いては今後さらなる努力をしていただき、克服してくれるものと思っております。コロナの陽性者がでた中でも力を合
わせて頑張ってくれた従業員を誇りにおもっています。来年度も社員一同でさらなる飛躍に向けて精進してまいりま
す。

2022年4月19日
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